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取組 

名称 
精華町の里山整備に向けた関連基盤情報の収集と解析ならびに情報共有 

研究代表者所属・職名： 生命環境科学研究科・教授     氏名： 田中 和博 

研究担当者： 

 京都府立大学（長澤淳一、長島啓子、武田征士） 

 外部分担者・協力者（精華町事業部産業振興課 塚田寛氏、岩崎智代氏） 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

 京都府精華町、NPO法人「精華町ふるさと案内人の会」 

 

【研究活動の要約】 

  平成 31年度から国の森林環境譲与税の交付が始まるが、その事前の準備として、精華町内の里山 

の保全に関連する基盤情報を収集して解析するとともに、それらの情報や解析結果を関係者間で共 

有するシステムを構築し、資料として役立てることを目的として、下記の活動を行った。 

① 精華町の里山整備に向けた関連基盤情報の収集と解析 

  ② 関連する活動団体からのヒアリングによる課題抽出 

  ③ 収集・解析した里山情報を、Strolyマップを用いて共有化 

④ 精華町の里山・竹林整備に向けた方向性の提言 

 

【研究活動の成果】 

① 精華町の里山整備に向けた関連基盤情報の収集と解析 

 ・国交省の『地理院地図』を利用して 1974年から 2008年までの 34年間の土地利用の変遷を調べた。 

 ・環境省の『現存植生図』を基に、1983年から 2001年までの 18年間の植生変遷を調べ、竹林の 

拡大について解析し、1990年代後半以降に竹林が急速に拡大していることを明らかにした。 

② 関連する活動団体からのヒアリングによる課題抽出 

・ヒアリングした団体等は、せいか里山の会、嶽山プロジェクト、北稲八間区 

精華町危機管理室、武内神社、ふるさと案内人の会 

③収集・解析した里山情報を、Strolyマップを用いて共有化 

・NPO法人ふるさと案内人の会の協力により、７種類の Strolyマップを作成・公表した。 

④ 精華町の里山・竹林整備に向けた方向性の提言（主な内容） 

  ◆森林ゾーニングとその対応策 ◆環境保全活動の拠点作り ◆ 木材・竹材の有効利用 

 

【研究成果の還元】 

H30.3.14 14時～ 精華町役場 参加者 27名 

  テーマ：行政データでみる精華町の森の姿 〜 里山整備に向けた関連基盤情報の収集と解析 〜 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 森林計画学研究室 准教授 長島 啓子 

          Tel: 075-703-5635   E-mail: nagakei@kpu.ac.jp 
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